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･F-雷‡ic'k2･･畑 +(3L)cos2相 的 )I2













･J･-I w'dp(k)exp卜 をβC∑ (k2+x2+x2cos20)(p&))2ik
xe-X ･････････(3)
(x2… (3Ⅰ｣)/C ,Ⅹ ≡β×4次の項 )
石 まdp(k)の積分で.k= 0 を除外することを意味する｡積分をe-Ⅹの gauSS分布
による平均 と考えて<,e-Ⅹ> と書く｡級数に展開して平均 し,1pめ)tの次数で分類し
て再び(2)式の形に書くには･Curl-urant展開を使えばよい｡Cummurantを<Ⅹ>C等
で表す｡
x=L-0の場合･<- Ⅹ >C からは
㌔ dk

























































項からはAにSx 2(y/x),S(y/x)(-en日 日 ,BにS(y/x)(-Bnltl)
(S-岩 ,t-旦二生 ) がでて 淵 局Tc
A-CR2 il+S(÷)[(1+S(%)(-Cnltl)]･･･i (13･a)
B - b il+S(意)(-enJtI)-･-･･･I (1?,b)
という-f(-enLtl)の級数の形に求まる｡ 2次の係数にはt- 0で平均場近似からの
ずれが加わって帯電率 xはより強 く発散することになる｡但 し,この対数発散の項には
&/x)がかかっているので,双極子一双極子相互作用の寄与の大きい臨界領域がないと
相 されるy/Ⅹ<< 1 の場合には ,対数発散は観測され難いであろう｡一方 y/Ⅹ-1の･
場合はferromagnetsの場合 と同じく観測され易い筈である｡
(2)I)SP(Ca2Sr(GH,COOH )6 )の臨界領域の存在について
TGSの実験データから沈められるCurie定数 (a-a′(T-Tc)の (a′｢ 1)及び


















ここにd｡は T - 0 でのcoherencelengthである｡ 実験データは
47F(a′)~1(oK) Tc(oK ) b(諾 )
TGS 3560 ･322 5×10-10
d｡は誘電測定からは決められないので,ほぼ平均の双極子闇距離と考え二つの物質で







では･Curie定数-10×Tc といえる｡TGS等典型的物質はこの関係 を満 している｡逆
にCurie定数≪ Tc の物質は双極子 一双極子相互作用はあまり重要な役割を果してい
ない相転移機構であろう｡従ってQr>>1でありyr/xr<<1であろうからTGS は
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